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ペ
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ペ
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あ
か
ば
ね
塾「
エ
コ・オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」    

３
ペ
ー
ジ

地
域
の
話
題（
衣
笠
校
区
・
鎌
田
町
内
会
）　

 

４
ペ
ー
ジ

●

市民発
!

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー

の
河
合
で
す
。
今
回
は
、
愛
知
県
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
黒
河
湿
地
植
物
群

落
（
大
久
保
町
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な
湿
地

　

緑
に
囲
ま
れ
た
黒
河
湿
地
の
入
口
を

通
っ
て
い
く
と
、
そ
こ
に
は
一
面
に
希
少

な
植
物
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
こ

こ
に
来
た
一
番
の
目
的
は
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ

ト
ン
ボ
。
あ
の
小
さ
く
可
憐
な
姿
を
カ
メ

ラ
に
収
め
る
た
め
で
し
た
。

　

し
ば
ら
く
探
す
と
、
お
目
当
て
の
ハ
ッ

チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
を
発
見
し
ま
し
た
。
ハ
ッ

チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
は
日
本
一
小
さ
な
ト
ン
ボ

と
い
わ
れ
、
き
れ
い
な
水
の
湿
地
に
す
む

昆
虫
で
す
。
鮮
や
か
な
赤
色
が
オ
ス
、
茶

色
が
メ
ス
で
、
体
長
２
cm
ほ
ど
で
す
。
ア

ン
ペ
ラ
イ
と
い
う
湿
地
に
生
え
る
多
年
草

の
上
で
羽
根
を
休
め
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
青
い
実
と
赤
い
植
物
を
発
見
し
ま

し
た
。
青
い
実
は
シ
デ
コ
ブ
シ
の
実
で
、

熟
す
と
果
皮
が
自
然
に
パ
カ
ッ
と
割
れ
て

赤
い
種
子
が
見
え
ま
す
。
シ
デ
コ
ブ
シ
の

自
生
地
は
東
海
三
県
に
の
み
分
布
し
、
湿

原
や
渓
流
沿
い
な
ど
の
限
ら
れ
た
場
所
に

生
え
る
貴
重
な
植
物
で
、
愛
知
県
絶
滅
危

惧
Ⅱ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
い
植
物
は
ト
ウ
カ
イ
コ
モ
ウ
セ
ン
ゴ

ケ
で
、
葉
の
色
の
鮮
や
か
な
紅
色
が
特
徴

で
す
。
栄
養
分
の
少
な
い
湿
地
に
生
え
る

食
虫
植
物
で
、
葉
の
表
面
に
あ
る
腺
毛
か

ら
出
る
粘
液
で
虫
を
と
ら
え
て
消
化
吸
収

し
、
水
分
は
地
中
か
ら
毛
細
管
現
象
に

よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
ト
ウ
カ

イ
コ
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
は
、
ち
ょ
う
ど
ピ
ン

ク
色
の
小
さ
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。

「
黒く

ろ

が

わ河
湿
地
植
物
群
落
」

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
里

滝頭山

滝頭公園
田原市役所

道の駅田原
めっくんはうす

三河田原 神戸

黒河湿地植物群落

▲シデコブシの実

◦黒河湿地植物群落（大久保町）
愛知県における「植物群落」としての
天然記念物指定の第 1 号。シデコブシ
やヤチヤナギ、シラタマホシクサなど
の貴重な植物が数多く群生し、沼地に
は、ハッチョウトンボやサンショウウ
オなども生息しています。 河合

 ◦トウカイコモウセンゴケ
（右上は花）

◦ハッチョウトンボのオス

◦ハッチョウトンボのメス

◦湿地の入口

平成 23年 8月15日   　  　　　　　　　　│ 2 │
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５
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あ
か
ば
ね
塾「
エ
コ・オ
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エ
ン
テ
ー
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ン
グ
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３
ペ
ー
ジ

地
域
の
話
題（
衣
笠
校
区
・
鎌
田
町
内
会
）　

 

４
ペ
ー
ジ

●

市民発
!

　

守
り
た
い
豊
か
な
自
然

　

こ
の
よ
う
に
、
黒
河
湿
地
に
は
、
シ
デ

コ
ブ
シ
や
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
全
国
的
に
見

て
希
少
な
樹
木
や
植
物
が
あ
り
、
絶
滅
危

惧
種
や
準
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
自
然
と
共
存
し
て
い
く

中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
体
群
と
し
て
生
存

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
環
境
を
整
え
た
り

保
全
し
た
り
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
湿
地
で
は
、
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け

て
、
シ
ラ
タ
マ
ホ
シ
ク
サ
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
四
季
折
々
の
植
物
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
「
エ
コ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」
は
、

海
岸
の
清
掃
活
動
を
主
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
、
平
成
６
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、　
「
靴
を
脱
い
で
思
わ
ず

素
足
に
な
っ
て
駆
け
出
し
て
み
た
く
な
る

砂
浜
」
の
姿
を
取
り
戻
す
た
め
、
楽
し
み

な
が
ら
砂
浜
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

県
内
か
ら
家
族
連
れ
な
ど
約
80
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
赤
羽
根
市
民
セ
ン

タ
ー
か
ら
赤
羽
根
ロ
コ
パ
ー
ク
ま
で
の
約

３
km
を
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
通
り
な

が
ら
２
時
間
か
け
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
海

岸
で
は
漂
着
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
を
拾

い
、
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
２
ト
ン
ト
ラ
ッ

ク
に
約
10
台
分
。
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

赤
羽
根
の
海
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
終
了
後

に
は
、
名
古
屋
港
水
族
館
の
ご
協
力
に
よ

り
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
放
流
会
を
行
い
ま

し
た
。
大
切
そ
う
に
ウ
ミ
ガ
メ
を
海
に
放

す
参
加
者
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ウ
ミ
ガ
メ
が
来
る
浜
辺
を
守
ろ
うあ

か
ば
ね
塾

「
エコ・オ
リ
エン
テ
ー
リ
ン
グ
」

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
た
ち
「
あ
か
ば
ね
塾
」
は
、

平
成
４
年
か
ら
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
保
護
活
動
や
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回

は
、７
月
31
日（
日
）に
開
催
し
た「
エ
コ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
in
赤
羽
根
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

投
稿

● ID「KohoTahara」
●ツイッターアドレス http://twitter.com/#!/KohoTahara

▲寒冷地の植物である落葉小木ヤ
チヤナギが、温暖な渥美半島で生
息しているのは非常に珍しい

めだか

　

田
原
市
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の
「
め

だ
か
」
で
す
。
常
春
の
渥
美
半
島
か

ら
、
田
原
市
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
オ

ス
ス
メ
ス
ポ
ッ
ト
、
お
い
し
い
話
題

や
ど
う
で
も
い
い
話
題
な
ど
い
ろ
ん

な
こ
と
を
、
い
ち
市
民
の
目
線
か
ら

楽
し
く
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
す
。

　

お
か
げ
で
、
少
し
ず
つ
フ
ォ
ロ

ワ
ー
さ
ん
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ

さ
い
ね
♪ 

　

◦ウミガメの放流

◦５カ所設けたチェックポイント

◦ビーチクリーンの様子

田原市の自然は本
当に貴重で、すば
らしいですね。

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
う
！
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●しみんの広場

地域
発!

鎌
田
地
区
は
、
市
営
西
鎌
田
住
宅
と

東
滝
頭
住
宅
を
中
心
に
、
住
宅
地

と
農
地
が
混
在
し
た
地
域
で
す
。
近
く
に

衣
笠
小
学
校
が
あ
り
、
通
学
路
の
安
全
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

区
内
を
流
れ
る
庄
司
川
に
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
が
生
息
し
て
お
り
、
自
然
の
保
護
も
大

切
な
テ
ー
マ
で
す
。

毎
月
美
化
活
動
を
実
施

　

鎌
田
町
内
会
で
は
、
毎
月
第
２
日
曜
日

に
、
環
境
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
２
回
粗
大
ご
み
の
収
集
や
市
道

の
草
刈
り
も
行
い
ま
す
。

　

衣
笠
校
区
が
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
を

策
定
す
る
と
き
（
平
成
18
年
）
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
実
に
75
％
の
方

が
、
地
域
活
動
と
し
て
ご
み
拾
い
に
参
加

し
て
い
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

地
域
の
話
題

衣
笠
校
区（
鎌
田
町
内
会
）

ま
ち
を
き
れ
い
に
！

▲コミュニケーションの場となっている定期清掃

﹁
安
心
安
全 

み
ん
な
で
築
こ
う 

住
み
よ
い
衣
笠
﹂
を
目
標
に
、

快
適
な
生
活
空
間
の
創
造
を
目
指
す
衣
笠
校
区
の
鎌
田
町
内
会
か
ら
、

地
域
の
清
掃
活
動
に
つ
い
て
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

集
合
住
宅
の
ご
み
事
情

　

７
月
10
日
（
日
）
の
清
掃
活
動
に
は
、

住
民
約
１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
梅

雨
明
け
の
暑
い
日
差
し
の
中
、
住
宅
周
辺

の
定
期
清
掃
に
加
え
、
市
道
の
草
刈
り
、

粗
大
ご
み
の
回
収
も
行
い
ま
し
た
。
刈
っ

た
草
は
、
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
４
台
分
に
も

な
り
ま
し
た
。

　

集
合
住
宅
の
入
居
者
に
は
、
高
齢
の
方

や
独
居
の
方
も
多
く
、
粗
大
ご
み
を
出
す

こ
と
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

町
内
会
と
し
て
、
年
２
回
粗
大
ご
み
を
回

収
し
、
資
源
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
を

行
っ
て
い
ま
す
。

支
え
合
い
で
住
み
よ
い
地
域
に

　

鎌
田
町
内
会
の
定
期
清
掃
は
、
住
民
の

理
解
の
下
、
浸
透
し
た
活
動
と
な
っ
て
い

▲自然の中に集合住宅などが点在する鎌田地区

ま
す
。
集
合
住
宅
が
多
い
と
、
や
や
も
す

れ
ば
隣
近
所
の
お
付
き
合
い
や
助
け
合
い

が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
う

し
た
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
基
盤
が
し
っ
か
り
保
た
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
住
民
に
と
っ
て
も
、
地

域
に
親
し
み
、
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
と

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
住
民
の
連
帯
感
と
支
え

合
い
を
つ
な
げ
、
も
っ
と
住
み
よ
い
地
域

と
な
る
よ
う
、
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

﹇
取
材
・
構
成
﹈ 

衣
笠
校
区
ま
ち
づ
く
り
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
　
苅
部
・
林
田

◦粗大ごみ回収の様子
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₁ ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週㊋・㊎・圡 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
₂ このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター

市民活動を応援するページ
ＮＰＯたはら広場

●しみんの広場

市民活動リポート

図書館で何ができる？図書館を核とした市民活動

中央図書館が誕生して、今年で９年目。この図書館は、準備段階か
ら市民と行政が一緒に創り上げたことで、全国でも名が知られて

います。ＮＰＯたはら広場では、利用者（市民）の立場で、図書館の潜
在能力を引き出す活用法を探っています。その一環として、図書館から
より多くの情報を手に入れるための講座を企画しました。
　７月 18 日（月・祝）、中央図書館において、第１回講座『心の健康情
報に出会う』を開催しました。「心が健康なとき、心が辛くなったとき、
どんな本に出会えるだろうか」というテーマで、アメリカで社会福祉学
を学んだ石井あゆみさん（田原市出身）や豊田図書館長から、図書館の具体的な活用方法と心の健康にちなんだ
本を紹介していただきました。また、実際に図書館内を巡り、心の健康情報に出会えるエリアを案内されました。
図書館には、まだまだ多くの活用法があります。以下の予定で講座を開催しますので、ぜひご参加ください。

　　　　 「市民協働まちづくり事業補助金」の二次募集が行われます。
市民の連帯や地域振興、市民公益活動の促進を目的に、田原市が交付している補助金です。市民感覚の自由な発想で、
創意工夫を凝らした事業をご提案ください。
◉対象事業　市内で市民に対して実施され、公共性・公益性が期待される「福祉」「まちづくり」「環境

保全」「子どもの健全育成」などの活動で、平成24年２月末日までに完了するもの
◉対象団体　市内で公益活動を行う5名以上で構成された団体
◉補助額　　１事業につき補助対象経費の２分の１（上限20万円）
◉募集期間　9月20日㊋まで　※午後５時15分必着
◉応募方法　市民協働課で配布する申請用紙に必要事項を記入して直接または郵送にて提出。申請用紙や応募の手引

きは市ホームページからもダウンロード可（http://www.city.tahara.aichi.jp/）

◉審査方法　書類審査および公開審査会（10月上旬予定）での提案説明
◉その他　　制度の内容、申請書の書き方など応募に関するご相談を、市民活動支援センター（開設日は下段を参照）

で受け付けています。
◉応募・問い合わせ先　市民協働課 ☎23局3504　 23局0180　 kyoudou@city.tahara.aichi.jp

　　　　 「市民協働まちづくり事業補助金」の二次募集が行われます。

市 民
提 案 あなたの市民活動に補助金を活用しよう！

◦Ｈ23田原市市民協働まちづくり事業補助金採択事業

講座開催の予定

申込み・問い合わせ

9/3 圡
14:00 ～ 15:30

本に出会う（その２）
こども図書館活用法／親子で「楽しい図書館」

ゲスト◎読み聞かせボランティア・
くぬぎの会・田原市学校図書館司書
＆児童担当司書

場所：田原文化会館 201会議室
対象：子ども・保護者／15組まで
参加費：500円（１組）

H24/1/29 ㊐
14:00 ～ 16:00

食の健康情報に出会う
「食」いかに食するべきか？～健康は健口から～

ゲスト◎平野晴康氏（田原歯科クリニッ
ク医院長）・レファレンス担当司書

場所：田原文化会館 201 会議室
対象：一般／ 20 名まで
参加費：500円（１人）

NPOたはら広場 副代表理事：小澤美穂子 　080-6955-2167 　info@taharahiroba.or.jp
※メールでの申込み可。中央図書館カウンターでも受け付けます。
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学校生活の
一コマを紹介

　　 福江中学校 「親子ふれあい活動」
　　〝ふれあい〟で親子の絆を深めよう！
　　
　福江中学校では、毎年５月に各学年で「親子ふれあい
活動」を行っています。
　今年度は、１年生が親子共同のレクリエーションを
体育館で行い、２年生と３年生は、それぞれ福江小学校
体育館と渥美運動公園屋内競技場で、エンカウンター
を取り入れた親子ゲームを行いました。中学生になる
と、親子で触れ合う機会が少なくなりますが、この活動
をきっかけに家庭での親子の絆を深めています。参加
した保護者からは、「来年はもっと子どもと楽しめるも
のがやりたい」など、意欲的な意見が寄せられていま
す。この行事が好評なのは、PTA学年委員の皆さんが
中心となり、企画運営をしているおかげだと思います。
これからも、伝統的な行事の一つとして続けていきた
いと考えています。

 童浦小学校 「飼育活動」
命を大切にする心を育てよう！

　童浦小学校では昨年度、「魅力ある学校づくり事業」
で、ウサギと鳥を飼育する「みやま小屋」を整備しまし
た。
　動物たちの飼育当番は４年生です。世話を始めたば
かりの４月は、動物を怖がって近づけない子もいまし
たが、慣れてくると餌やりや掃除などを手際よくでき
るようになりました。毎日世話をするのは大変ですが、
命ある動物を育てる経験は、子どもたちにとって大切
なことだと思っています。
　３月には、ウサギに待望の赤ちゃんが２羽生まれま
した。４年生の子どもたちが、小さな命を守ろうと大事
に世話をしてくれたおかげで、順調に育っています。

「みやま小屋」には、低学年の子も入って、４年生にウサ
ギの抱き方を教えてもらいながら、楽しそうに動物と
触れ合っています。飼育活動を通して、子どもたちに命
を大切にする心が大きく育っています。

　今回は、中学校での親子ふれあい活動の様子と、飼育活動を
通して命の教育を進める小学校の様子をお知らせします。

●学校教育課２３局３６７９

※エンカウンター…カウンセリングの一形態。作業・ゲー
ム・討議をしながら、心のふれあいを深めていく方法。

※

◦親子で一緒にフラフープリレーに挑戦！

◦毎日きれいに掃除をしています

◦子どもたちの大きくなった背中を実感

◦みんなでウサギを優しく抱っこ！
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7

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　
「
節
電
」を
テ
ー
マ
に
た
は
ら
エ
コ
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
１
が
田
原
文
化
会
館
一
帯
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。モ
リ
ゾ
ー
と
キ
ッコ
ロ
が
参
加
し
た「
打
ち
水
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」を
は
じ
め
、エ
コ
関
連
企
業
の
ブ
ー
ス
出
展

や
工
作
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
、家
族
連
れ
な
ど
約

３
５
０
０
名
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▲廃食用油を使って「エコキャンドル」を作る子どもたち

節
電
・
エ
コ
を

身
近
に
感
じ
て

７
月
24
日［
日
］

　

伊
良
湖
～
蒲
郡
間
を
高
速
船
で
結
ぶ
社
会
実
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。約
１
時
間
で
両
地
区
を
結
ぶ
航

路
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
分
析
し
よ
う
と
行
わ
れ
た
こ
の
取

り
組
み
。計
６
便
に
乗
船
し
た
延
べ
１
８
４
名
は
、両

地
区
で
野
菜
の
収
穫
体
験（
伊
良
湖
）や
三
河
木
綿
織

り
体
験（
蒲
郡
）な
ど
の
ツ
ア
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

三
河
湾
の
観
光
資
源

発
掘
・
再
発
見
！

７
月
24
日［
日
］

▲出航式に出席した大村秀章愛知県知事など関係者とツアー参加者たち

　

全
国
高
校
総
体（
岩
手
県
北
上
市［
８
／
３
～
］）

の「
陸
上
男
子
走
り
幅
跳
び
」に
出
場
を
決
め
た
鈴

木
舜し
ゅ
ん
や也
さ
ん（
成
章
高
校
２
年
）が
、市
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。鈴
木
さ
ん
は
、「
や
れ
る
こ
と
は
す

べ
て
や
っ
た
。悔
い
を
残
さ
な
い
よ
う
に
全
力
を
出

し
、入
賞
し
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

▲鈴木市長から「プレッシャーを感じず、力を発揮して」と激励された鈴木さん（左）

全
国
の
舞
台
で

栄
冠
を
目
指
す

７
月
21
日［
木
］

│ 7 │　　　　　　　　　　平成 23年 8月15日



　

地
球
温
暖
化
防
止
と
環
境
に
や
さ

し
い
資
源
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
、

７
月
か
ら
家
庭
の
廃
食
用
油（
天
ぷ
ら

油
な
ど
）の
回
収
を
始
め
ま
し
た
。ぜ

ひ
、家
庭
の
使
用
済
み
の
油

を
お
出
し
く
だ
さ
い
。

❖
回
収
し
て
い
る
油

植
物
性
油
（
な
た
ね
油
、キ
ャ
ノ
ー
ラ
油
、

コ
ー
ン
油
、
米
油
、
大
豆
油
、
ご
ま
油
、

綿
実
油
、
落
花
生
油
、
ひ
ま
わ
り
油
、

サ
フ
ラ
ワ
ー
油
、
べ
に
花
油
、
オ
リ
ー

ブ
油
な
ど
）
※
家
庭
用
の
み

❖
回
収
方
法

①
固
形
物（
テ
ン
カ
ス
な
ど
）を
取
り
除
く
。

②
油
を
冷
ま
し
た
後
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
密
閉
で
き
る
容
器
に
入
れ
、
キ
ャ
ッ

プ
を
し
っ
か
り
閉
め
る
。

　

※
び
ん
は
不
可
で
す
。

③
回
収
箱
に
、
廃
食

用
油
を
入
れ
た
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

を
立
て
て
入
れ
る
。

※
賞
味
期
限
切
れ
の
油
は
、
未
開
封
の

状
態
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

び
ん
に
入
っ
て
い
る
も
の
は
、
お
手

数
で
す
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
詰

め
替
え
て
く
だ
さ
い
。

　

回
収
し
た
廃
食
用
油
は
、バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）に
リ
サ

イ
ク
ル
し
、市
の
公
用
車
な
ど
の
燃

料
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０ 使用済み食用油

回収箱

◉
ピ
ー
ク
時
は
工
夫
を
重
ね
て
節
電
を
！
❸

　

市
役
所
本
庁
舎
の
節
電
実
績

　

市
役
所
本
庁
舎
で
は
、
電
気
使
用
量
の

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
推
進
し
、
消
費
電
力
総

量
に
つ
い
て
も
前
年
度
比
15
％
の
削
減
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ノ
ー
エ
ア
コ
ン
デ
ー

の
実
施
（
７
月
７
日
）、
空
調
稼
働
時
間
の

変
更
（
２
時
間
短
縮
）
な
ど
に
よ
る
節
電

の
実
績
を
報
告
し
ま
す
。

♥
７
月
１
日
～
15
日
の
一
日
あ
た
り
の

　

電
気
使
用
量
︵
平
均
値
︶

 

・
平
成
23
年
度　

４
４
０
３
kWh

 

・
平
成
22
年
度　

５
２
８
３
kWh

※
前
年
度
と
比
べ
た
節
電
量
は
８
８
０
kWh

で
17
％
削
減
で
き
ま
し
た
。

♥
市
役
所
で
の
取
り
組
み︵
９
月
30
日
ま
で
︶

 
・
ノ
ー
エ
ア
コ
ン
デ
ー
（
気
温
28
℃
以
下
）

 

・
空
調
稼
働
時
間
の
変
更
（
２
時
間
短
縮
）

 

・
節
電
強
化
ア
ワ
ー
の
設
定

 

・
会
議
時
間
の
ス
リ
ム
化

 

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１
基
停
止
（
南
庁
舎
）

 

・
昼
休
み
時
間
の
変
更

　
（
１
時
間
遅
ら
せ
、
午
後
１
時
〜
２
時
）

※
事
務
室
の
照
明
な
ど
を
消
し
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
昼
休
み
と
同
様
に
、
窓
口

業
務
は
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
５
１
１
人・事
業
所
70
か
所（
７
月
末
現
在
）

▼
田
原
市
節
電
対
策
本
部
事
務
局

　
（
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
）

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

64

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

40

廃
食
用
油
を
リ
サ

イ
ク
ル
し
よ
う
！

回収施設 回収時間

公
共
施
設

田原市役所（北庁舎大会議室前）
8:30～17:00赤羽根市民センター

渥美支所
東部資源化センター

8:30～12:00
13:00～16:30

赤羽根環境センター
渥美資源化センター

協
力
店
舗

フードオアシスあつみ田原店
9:30～21:00

フードオアシスあつみ福江店
ショッピングセンターレイ 9:30～19:30
酒蔵トウカイ 9:30～20:00

❖回収場所

■市役所本庁の一日あたりの電気使用量の推移（7/1～15）

ノーエアコンデー実施日 平成23年度の平均 平成22年度の平均

0
50
100
150
200
250
300
350
400
450
500

（電気使用量kWh）

（
時
刻
）

午
前
0
時

午
前
2
時

午
前
4
時

午
前
6
時

午
前
8
時

午
前
10
時

午
後
0
時

午
後
2
時

午
後
4
時

午
後
6
時

午
後
8
時

午
後
10
時
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4

温
帯
低
気
圧
・
熱
帯
低
気
圧
・
台
風
の
特
徴

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、＂
け
ん
ち
ゃ
ん
＂で

す
。
皆
さ
ん
は
、「
温
帯
低
気
圧
」

「
熱
帯
低
気
圧
」「
台
風
」
が
ど
う
違
う

の
か
を
ご
存
じ
で
す
か
。
今
回
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
低
気
圧
は
大
き
く
分
け
て
２
種
類

◎
温
帯
低
気
圧

　

日
本
の

付
近
な
ど

で
、
暖
か

い
空
気
と

冷
た
い
空

気
が
混
ざ

り
合
お
う

と
し
て
発
生
し
ま
す
。
基
本
的
に
前
線

（
寒
気
と
暖
気
の
境
目
）
を
伴
い
ま
す
。

普
段
、
天
気
予
報
で
い
わ
れ
て
い
る
低

気
圧
は
、「
温
帯
低
気
圧
」の
こ
と
で
す
。

ど
ん
な
に
発
達
し
て
も
台
風
に
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
熱
帯
低
気
圧

　

日
本
の
南
海
上
な
ど
で
、
大
量
の
水

蒸
気
が
上
昇
す
る
こ
と
で
発
生
し
ま

す
。
暖
か
い
空
気
だ
け
で
で
き
て
い
る

た
め
、
前
線
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▪
台
風
と
は

　
「
熱
帯
低
気
圧
」
の
中
で
、
中
心
付

近
の
最
大
風
速
が
17
・
２
ｍ
以
上
の
も

の
を
「
台
風
」
と
呼
び
ま
す
。

▪
台
風
か
ら
の
変
化

　

天
気
予
報
で
よ
く
耳
に
す
る
「
台
風

は
温
帯
低
気
圧
に
か
わ
り
ま
し
た
」
と

い
う
場
合
は
、
冷
た
い
空
気
が
流
れ
込

む
こ
と
で
前
線
が
で
き
、
温
帯
低
気
圧

の
構
造
へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
台
風
は
熱
帯
低
気
圧
に
か
わ
り
ま

し
た
」と
い
う
場
合
は
、風
が
弱
く
な
っ

た
だ
け
で
、性
質
は
台
風
と
同
じ
で
す
。

▪
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
十
分
な
備
え
を

　

８
月
か
ら
10
月
は
、
台
風
が
日
本
に

接
近
し
や
す
い
時
期
で
す
。
気
象
情
報

に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
の

周
り
を
確
認
し
、
大
雨
や
暴
風
へ
の
備

え
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉姉妹都市からようこそ田原市へ！
　田原市の姉妹都市、米国ケンタッキー州ジョージタ
ウン市から中学生４人と高校生３人、引率の先生２人
が田原市を訪問しました。一行は６月７日（火）に田原
市に到着。中学生は６月１６日（木）まで、高校生は７月
１９日（火）まで、それぞれ東部・赤羽根・伊良湖岬中学
校および成章高校で学校生活を楽しみました。ジョー
ジタウン市の中学生・高校生は、学校で日本語を学ん
でいることもあり、日本語と英語で、田原市の生徒たち
と楽しそうにコミュニケーションをとっていました。
　滞在中は市内の一般家庭にホームステイし、日本
の家庭生活や文化を体験しました。
　昨年、姉妹都市提携２０周年を迎えた田原市とジョ
ージタウン市は、このような形でますます交流が深まっ
ています。

このコーナーでは、田原市の国内外の交流事業や
多文化共生事業の情報をお届けします。
▶広報秘書課☎２２局０１３８　

姉妹都市 米国・ジョージタウン市からの訪問
ジョージタウン市の中学生と高校生が田原市にやって来ました。市内での滞在の様子をご紹介します。

【上】クラスの仲間と
記念撮影【下左から】
給食体験・剣道に挑戦
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項
を
記
入
の
う
え
開
館
時
間
内
に
提
出
／

郵
送
不
可

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

▼
応
募
資
格
＝
次

の
要
件
を
い
ず
れ

も
満
た
す
方
①
子

ど
も
が
好
き
で
学

校
教
育
に
熱
心
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方
②
教
員
免
許

所
持
者
（
採
用
時
に
取
得
見
込
み
の
方
も

可
）　

▼
受
付
期
間
＝
随
時
（
市
役
所
執
務

時
間
中
）　

▼
申
し
込
み
＝
市
販
の
履
歴

書
に
顔
写
真
を
貼
り
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
教
員
免
許
を
所
持
し
て
い
る
方
は
コ

ピ
ー
を
添
え
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
に
て

▼
学
校
教
育
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

▼
テ
ー
マ
＝
健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
の
あ

る
豊
か
な
人
生
を
め
ざ
し
て　

▼
対
象
＝

で
き
る
だ
け
連
続
で
受
講
で
き
る
方
（
60

歳
以
上
の
方
優
先
）　

▼
開
催
日
／
テ
ー
マ

＝
表
の
と
お
り　
▼
場
所
＝
【
田
原
地
区
】

▼
募
集
人
員
＝
３
名

▼
対
象
＝
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を

お
持
ち
の
方　

▼
採

用
期
間
＝
10
月
１
日
～
平
成
24
年
３
月

31
日　

▼
勤
務
内
容
＝
市
内
施
設
で
資

料
整
理
、
パ
ソ
コ
ン
処
理
な
ど　

▼
勤

務
形
態
＝
週
５
日
勤
務
（
土
・
日
曜
日
勤

務
あ
り
）
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分　

▼
賃
金
＝
時
給
８
３
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接（
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
申
し
込
み
＝
９
月
15
日
（
木
）
ま
で
に

田
原
市
博
物
館
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事

田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
田
原
文
化
会
館
ほ
か

【
渥
美
地
区
】
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
・
渥

美
文
化
会
館
ほ
か　

▼
時
間
＝
い
ず
れ
も

午
後
1
時
30
分
～
３
時　

▼
定
員
＝
各
70

名
程
度　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
た
だ
し
材

料
費
は
実
費
）　
▼
申
し
込
み
＝
９
月
16
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

は
希
望
地
区
名
・

住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

今
の
食
生
活
に
ひ
と
味
プ
ラ
ス
で
き
る

講
座
で
す
。
毎
日
の
献
立
が
や
や
マ
ン
ネ

リ
気
味
の
方
、
健
康
的
な
食
事
に
つ
い
て

知
り
た
い
方
に
お
勧
め
で
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
、
全
５
回
参
加
で

き
る
方
（
以
前
参
加
さ
れ
た
方
は
除
く
）

▼
日
時
＝
①
９
月
21
日
（
水
）
②
10
月
５

日
（
水
）
③
11
月
２
日
（
水
）
④
11
月
16

日
（
水
）
⑤
12
月
７
日
（
水
） 

／
午
前
10

時
～
午
後
１
時
30
分　

▼
場
所
＝
あ
つ
み

ラ
イ
フ
ラ
ン
ド　

▼
内
容
＝
講
義
・
調
理

実
習
な
ど　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
＝
各
回
３
０
０
円　

▼
申
し
込

み
＝
９
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

田
原
市
臨
時
職
員（
田
原
市
博
物
館
）

緊
急
雇
用
創
出
事
業

田
原
市
立
小
・
中
学
校

常
勤
・
非
常
勤
講
師

高
齢
者
連
続
講
座

「
し
お
さ
い
大
学
」後
期 

受
講
生

栄
養
生
活
講
座　

受
講
者

■「しおさい大学」
開催日 テーマ

田原地区 渥美地区

10/18火 10/25火 田原を築いたふるさとの偉人

11/22火 11/15火 自然ふれあいウォーキング

12/16金 12/20火 クリスマスコンサート

1/18水 2/22水 紅茶のいれ方講座

2/7火 1/27金 お料理教室

3/14水 3/21水 漫談大道芸と座談会
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ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　

下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す
る
と
、

故
障
の
原
因
に
な
り
、
適
切
な
汚
水
処
理

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
水
洗
便
器
に
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

　

虐
待
な
ど
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
９
月
５
日
（
月
）
～
11
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
（
土
・
日
曜

日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）　

▼
相
談

担
当
者
＝
人
権
擁
護
委
員

❖
相
談
専
用
電
話

☎（
０
５
７
０
）０
０
３
局
１
１
０

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１

　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
ま

た
、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
は
「
救
急
医

療
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、「
き
ゅ
う
き
ゅ
う

広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
応

急
手
当
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
＝
９
月
10
日
（
土
）
午
前
11
時
～

午
後
２
時　

▼
場
所
＝
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ

ウ
ン　

パ
オ
（
１
階
中
央
広
場
）　

▼
内

容
＝
消
防
職
員
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
訓
練
人
形
を
使
用

し
た
心
肺
蘇
生
法 

・
Ａエ

ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
の
体
験
（
体

験
者
に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
）、

パ
ネ
ル
展
示

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

消
防
署
と
愛
知
県
防
災
航
空
隊
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
、
合
同
で
救
助
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

　

訓
練
中
は
騒
音
が
発
生
し
、
ま
た
安
全

の
た
め
訓
練
会
場
へ
の
立
入
り
制
限
を
行

い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
６
日
（
火
）
午
前
10
時
～

正
午
ご
ろ　

▼
場
所
＝
赤
羽
根
文
化
広
場

▼
そ
の
他
＝
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
、
訓

練
を
中
止
し
ま
す
。　

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９　

45
局
４
１
２
０

▼
種
類
＝
乙
種
全
類
・
丙
種　

▼
対
象
＝

一
般　

▼
日
時
＝
10
月
10
日
（
月
・
祝
）

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
内　

▼
申
し
込
み
＝

①
８
月
29
日（
月
）～
９
月
７
日（
水
）
の

期
間
に
市
役
所
消
防
課
ま
た
は
消
防
署
・

各
分
署
に
あ
る
受
験
願
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
郵
送
②
８
月
26
日
（
金
）
午

前
９
時
～
９
月
４
日（
日
）午
後
５
時
の
期

間
に
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
電
子
申
請　

▼
そ
の

他
＝
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
事
前
講
習
会
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp/

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

田
原
市
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
田
原
市

地
区
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
自
治
会
、
各
種
団
体
、

事
業
者
の
方
な
ど
か
ら
多
く
の
義
援
金
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
い
た
だ
い
た
義

援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
へ
送
金
し
、
被

災
市
町
村
を
通
じ
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々

へ
全
額
渡
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
義

援
金
の
募
集

に
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▪
日
赤
送
金
額（
平
成
23
年
７
月
29
日
現
在
）

　

２
５
２
２
万
４
５
２
２
円

▼
日
本
赤
十
字
社
田
原
市
地
区（
福
祉
課
）

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

■
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な
ど
か
ら

出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
や
海

に
戻
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
海
や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め

の
施
設
で
す
。
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で

ま
だ
接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接
続
に

愛
知
県
防
災
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

合
同
訓
練
を
行
い
ま
す

東
日
本
大
震
災
義
援
金
募
集
結
果

（
経
過
報
告
）

全
国一斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
広
場
」を
開
催

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

第
４
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

最近、下水道の汲
み上げポンプに、
パンツやおしぼり
などがつまり、修
理することが多く
　　なっています。

│ 11 │　　　　　　　　　　平成 23年 8月15日



其の

125

　文化財課 　２３局３６３５
　　　　　 　２２局３８１１

本誌は再生紙を使用しています。

N
o.696 平

成
23

年
８

月１
5

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

５
月
の
あ
る
日
曜
日
、
姫
島
を
訪
れ
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
降
り
立
っ
た
の
は

島
の
東
岸
で
、
岩
が
崩
れ
落
ち
、
波
に
洗

わ
れ
て
丸
く
な
っ
た
石
が
海
岸
に
広
が

り
、
藍あ

い

色
に
輝
く
美
し
い
風
景
で
し
た
。

い
っ
ぽ
う
島
の
西
側
は
、
姫
島
の
骨
格
を

作
っ
て
い
る
岩
が
崖
と
な
っ
て
露
出
し
、

そ
れ
が
崩
れ
て
岩
礁
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
姫
島
の
骨
格
を
作
る
地
質
は
、

笠
山
と
同
じ
蛇じ

ゃ
も
ん紋
岩
と
呼
ば
れ
る
変
成
岩

で
す
。
藍
色
に
輝
く
石
の
正
体
は
、
こ
の

蛇
紋
岩
だ
っ
た
の
で
す
。

　

江
戸
時
代
、
姫
島
で
は
田
原
藩
が
軍
用

の
馬
を
飼
育
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
放

牧
し
て
い
た
た
め
か
、
飼
育
・
調
教
技
術

が
悪
か
っ
た
の
か
、
何
度
試
み
て
も
使
い

物
に
な
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。そ
の
後
、

１
７
２
７
年
を
最
後
に
、
田
原
藩
は
馬
の

飼
育
を
や
め
た
よ
う
で
す
。

　

自
然
豊
か
な
姫
島
は
、
古
く
か
ら
人
々

に
自
然
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し

た
。
江
戸
時
代
の
『
田
原
城
主し

ゅ

考こ
う

』
と
呼

ば
れ
る
歴
史
書
に
は
、
姫
島
（
飛ひ

め

し

ま

馬
嶋
）

の
産
物
と
し
て
、
駒こ

ま

（
若
い
馬
）、
小
海
羅

（
こ
ぶ
の
り
・
鴨か

も

頭が
し
ら

海の

苔り

）、
蜊あ

さ
り

（
ア
サ
リ
）、

藻
江
澤（
モ
ズ
ク
）が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
で
も
姫
島
の
ア
サ
リ
は
地
元
の
方
で
も

お
い
し
い
こ
と
で
有
名
で
す
。
ま
た
海
防

政
策
に
力
を
入
れ
て
い
た
田
原
藩
は
、
大

砲
試
射
や
銃
陣
訓
練
を
盛
ん
に
行
い
ま
し

た
。
天
保
14
年
（
１
８
４
３
）
に
は
波
瀬

町
の
雷ら

い

電で
ん

神
社
（
波
瀬
台
場
）
か
ら
、
姫

島
を
的
に
大
砲
を
打
ち
、
こ
の
と
き
に
姫

島
は
火
事
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
太
平
洋

戦
争
の
折
り
に
も
、
射
撃
訓
練
に
よ
っ
て

島
が
焼
け
た
と
い
う
話
も
あ
り
、
無
人
島

ゆ
え
の
災
難
で
し
た
。
そ
の
後
は
島
に
畑

が
作
ら
れ
た
た
め
、
現
在
で
も
風
除
け
に

植
え
ら
れ
た
ヒ
サ
カ
キ
や
イ
ヌ
マ
キ
、
石

垣
で
仕
切
ら
れ
た
畑
の
区
画
な
ど
を
確
認

で
き
ま
す
。
不
便
な
無
人
島
に
ま
で
、
耕

作
の
地
を
求
め
た
当
時
の
人
々
の
く
ら
し

ぶ
り
に
思
い
を
馳
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

昭
和
40
年
代
に
は
観
光
開
発
が
計
画
さ

れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は
行
わ
れ
な
い

ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
、
姫
島
の
自
然
環
境
が
守
ら
れ
た
理
由

　

伝
説
の
島　

姫
島
②

の
ひ
と
つ
で
す
。
昭
和
43
年
に
も
山
火
事

が
あ
り
、
大
半
の
樹
木
が
焼
け
た
た
め
植

生
に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
、
ネ
ザ
サ
に

覆
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
相
変

わ
ら
ず
貴
重
な
植
物
や
、
大
き
な
木
も

残
っ
て
い
ま
す
。

　

姫
島
は
田
原
市
の
歴
史
や
豊
か
な
自
然

を
伝
え
る
大
事
な
島
で
す
。
昭
和
57
年
に

は
、
伊
良
湖
自
然
科
学
博
物
館
が
総
合
的

な
自
然
環
境
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
し
か

し
、調
査
が
不
十
分
な
分
野
も
あ
る
う
え
、

す
で
に
30
年
近
く
も
経
過
し
、
そ
の
後
の

環
境
変
化
も
著
し
い
の
で
、
現
況
を
調
査

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
生
き
る
私
た
ち
が
、
姫
島
の
歴
史

や
自
然
を
楽
し
む
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
節

度
あ
る
保
全
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】ヒ
マ
ワ
リ
畑（
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
）

▼
真
夏
の
暑
さ
を
も
の
と
も

せ
ず
、鮮
や
か
に
咲
く
ヒ
マ

ワ
リ
。撮
影
に
行
っ
た
ヒ
マ

ワ
リ
畑
に
は
、い
ろ
ん
な
方
向
を
向

い
た
ヒ
マ
ワ
リ
が
あ
り
、「
あ
れ
？
」と

思
っ
た
私
。調
べ
て
み
た
ら
、太
陽
の

方
を
向
く
の
は
、若
い
枝
や
小
さ
な
つ

ぼ
み
の
と
き
だ
け
。咲
い
た
花
は
一
方

向
を
向
い
た
ま
ま
に
な
る
そ
う
で
す
。

今
ま
で
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
Ｏ
）

▲田原藩主三宅康明が描いた「姫島駒」（個人蔵）

▲姫島の西海岸から笠山方面を望む
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